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平成28年２月１日
　　＜やっぱり岩見沢は岩見沢だった・・・＞
　　全国的な暖冬の影響からか、雪の少ない12月となりましたが、年末からは今までの「遅れ」を取りもどす勢いで、寒気と雪がやってきました。除雪機も除雪隊もフル稼働の１月年明けとなりました。雪雲さん、雪不足が心配されている札幌方面にも、どうぞ出張して下さいませ。

　　そんな冬のどまん中の岩見沢から１月６日、光が丘学園の小学生以上の子ども達は横浜・東京方面へ旅行に出かけけました。
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＜光が丘学園空を飛ぶの巻＞
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修学旅行を経験した高校生以外は、ほとんどの子が飛行機初体験。まず、手荷物検査場で、金属探知機に引っかかる子が・・・スノトレの靴底の金属や髪飾りが原因でしたが、そんな様子に緊張して、金属探知機を通り抜けるときはみんなドキドキものでした。そして、いよいよ離陸！客室乗務員さんが説明する緊急脱出のマニュアルを真剣なまなざしで聞いたあとだけに、離陸の瞬間は、歓声と拍手（笑）まで起きました。その後は、飲み物のサービスに驚きながらも、しっかりとおかわりもできました。小学生は玩具も頂きましたが、お留守番の幼児さんたちのお土産にするんだと、優しい子どもたちでした。ちなみに飲み物は、りんごジュースやキウイジュースを頼む子が多い中、コンソメスープに舌鼓を打つ子も！
[image: image9.png]



[image: image10.jpg]



[image: image11.jpg]



[image: image12.jpg]


＜日清カップヌードルミュージアムでラーメン作りの巻＞
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まず、建物の大きさにびっくり。玄関から天井までの吹き抜けの高さが24ｍと聞いて、またびっくり。なぜ24ｍなのか、それは日清（ニッシン・・・2と4）だからと聞いて、またまたびっくり。そして、いよいよ、国際色豊かなたくさんの人に混じって、早速、チキンラーメン作りに参加しました。全員、ひよこちゃんのバンダナとエプロンを身につけて、インストラクターの指導で小麦粉を練る作業から全工程を一人ひとり体験しました。本格的な製麺機を使って、麺の生地を伸ばす工程を20回も繰り返し、ハンドルをすばやく回すのが美味しい麺の秘訣と聞いて、汗だくでがんばって、世界で一つだけのオリジナルチキンラーメンを完成させることができました。その後は、ミュージアムの見学やアスレチックで遊んだり、世界のラーメンを味わえるコーナーで、めっちゃ辛い中国やタイのヌードルを味わったりと、思い思いに楽しみました。中には、夕暮れの横浜港をずっと眺めるロマンチストもいて、それぞれの横浜の時間が流れていきました。
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～横浜・東京旅行2日目～
＜恐怖の通勤電車を体験するの巻＞
ニ日目は、行き先別の行動となりました。スカイツリー見学組の小学生と中学生は、ホテルから品川方面を目指したのですが、平日の朝8時台の電車を甘く見ていました。ギュウギュウ詰めの車内は、座れるどころか、立っているのもやっとの状態。小さな子は、周りから押されて、空中浮遊もできちゃう勢いの中、なんと、立ったまま眠るという特技？をそれも熟睡するというハナレワザを披露する子も現れました。手すりに絶妙の角度で身を預け、周りの大人の圧力を支えに、直立不動でスヤスヤ。駅に着く度に、乗客の動きに合わせて「イナバウワー」の姿勢になりながらも、無事に目的の駅に到着したのでありました。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　
＜北の大地に無事、帰還するの巻＞
　　ニ日目は自由行動でしたが、それぞれのグループの羽田空港集合時間は、午後2時30分。やりたいこといっぱい
　　の高校生グループが、果たして間に合うのか・・・「様々な、多様な体験」の中に、飛行機に乗り遅れた体験も想定してはいましたが、そんな心配も杞憂でした。全員元気に時間通りに集合完了！すばらしい！さすが、光が丘学園！そして、荷物を預けたり、搭乗手続きの合間も羽田空港内でお土産を探し、一路北海道へ機上の人となりました。飛行機も2回目となると、慣れた様子で、飲み物もしっかりおかわりして、爆睡していた職員の分まで確保してくれて（笑）無事に新千歳空港に到着。空港内のフードコートで夕食をとりながら、それぞれのグループの活動の様子を聞いて楽しく和やかに旅行の最後の余韻に浸りました。しかし、せっかく東京旅行へ出かけたのに、千歳空港で北海道お土産を購入した、そこのあなた！「やっぱ、北海道でしょ」って？そうだね、その通りです（笑）

　　　指折り数えて楽しみにしていた2日間も、あっという間に過ぎてしまいました。短い時間でしたが、お陰様で、それぞれの子どもたちが、とても中身の濃い体験をすることができて、そして大切な思い出を作ることができました。

　　保護者の皆様には、お正月の帰省の調整など、ご協力いただき、ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光が丘学園　　施設長　

＜2月の行事予定＞
　2月  1日　新篠津高等養護学校　入学試験
　2月  3日　光陵中学校1、2年学力テスト　支援会議　豆まき

　2月  5日　南小学校参観日

　2月11日　建国記念日

　2月16日　光陵中学校　入学説明会

　2月17日　職員会議

　2月23日　岩見沢西高校　後期期末テスト26日まで

　2月24日　栗山高校1、2年後期期末テスト26日まで　岩見沢緑陵高校後期期末テスト29日まで

　2月25日　光陵中学校1、2年後期期末テスト27日まで　岩見沢農業高校1、2年後期期末テスト3月2日まで
　2月26日　市内支援学級卒業を祝う会
　2月27日　誕生会
　ご厚志ご寄贈など感謝申し上げます。（ご芳名もれをお許しください。）　1月１日～31日
　アパマンショップネットワーク様　　エイスピード現場技巧有限会社　永井彰様　　梅原　保様　　
　北海道新聞社会福祉振興基金様　　川津とし子様　　伊藤様　　渡辺様　　赤間由美様（12月）　

　松本鴻太様　　清水笑美子様　　石川広子様　　河内克彰様
＜旅行行程＞


１月６日


新千歳空港10時発→羽田空港着11時40分→昼食→横浜みなと未来地区カップヌードルミュージアム（チキンラーメン作り）→横浜平和プラザホテル→横浜中華街で夕食→自由行動→ホテルへ


1月7日


ホテル出発8時→東京スカイツリー・浅草寺観光グループ


　　　　　　　→渋谷・原宿方面買物グループ


　　　　　　　→池袋サンシャイン水族館方面グループ


羽田空港集合14時30分→羽田空港発15時30分→新千歳空港着17時→夕食→学園着20時


＜参加者＞


児童・・・小学生以上23名


職員・・・5名


総勢28名





＜寿司は、やっぱり北海道だろうの巻＞


飛行機が遅れた関係で、お昼ごはんは羽田空港で食べることになりました。それぞれ食べたい物で別れました。ラーメン


スパゲティ、牛タン焼肉、そして、空弁を買ってベンチで食べる派も。その中で、なんとお寿司を食べた子もいましたが、感想を聞くと「まずかった」そうで、みんなから「寿司は、やっぱり北海道だろ！」とつっこまれていました。











＜ニーハオ！横浜中華街の巻＞


目指すお店は、「老北京」。中華街の入り口の門をくぐると、そこはもう異国情緒たっぷりの町並み。香ばしいごま油の匂いが漂ってきて、「お腹減ったぁ～」の子どもたちと、スマホを片手に店探し。そして、ようやくちょっと奥まった路地で見つけました「老北京」！中国人の店員さんの、たどたどしい日本語に、いかにも「本場」ならではの雰囲気を感じながら、テーブルごとに注文したのですが、たくさんの種類のメニューに目移りし、量も味も未知数な中、言ったもん勝ちのオーダーバイキングとなりました。人気はやはり、小籠包。熱々の汁に苦戦しながらも笑顔いっぱい。チャーハンや焼きそば、餃子やエビチリといったおなじみの物から、フカヒレおこげやピータンなどの珍しいメニューまで注文しまくりの2時間でした。キノコが苦手なY先生が、なぜか「マツタケチャーハン」を注文して、マツタケを周りに分けていたのは内緒です。





＜横浜中華街・夜の散歩の小学生＞


中華街での美味しい夕食を食べ終えた小学生10名　中学生5名は中華街を散策し、散歩がてら「ホテルまで帰ろう」という事になり、ホテルを目指して出発。頼りになるのはＦ職員の携帯電話のナビ機能。帰り道では美味しかった夕食の話しや明日の東京観光を楽しみにしている子ども達の声が聞こえます。そんな中、野球好きのＡ君に横浜スタジアムが近くにある事を伝えると、「見たい」と球場を背にし、記念撮影もできました。途中、トイレ休憩もはさみ、約30分の横浜、夜の散歩でした。　


副施設長





＜横浜中華街・夜の散策中学生と時々高校生＞


一日目の夕食は目一杯中華バイキングを楽しみました。みんなで少しずつ沢山の食べ物をシェアし、自分の味の好みや分け合う事などそれはそれで楽しい食卓に自然となっていたのが一人一人の成長があればこそと思いました。夕食後は中高生男子と中華街からホテルまでの道のりを散策しています。中華街ではお土産屋を中心に怪しげな忍者セットなどが売っているお店にも足を運び夜を満喫しております。知らない土地だからこそ路地裏を通り、完全予約制の焼き肉屋や隠れ家的居酒屋など繁華街とはまた違った下町の雰囲気を味わい、北海道にはないコンビニを見かけるたびに入店し、お目当てのおまけ付きお菓子を大人買いするY君などそれぞれが楽しめたのではないでしょうか。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男子グループ








「老北京」にて中華バイキングを堪能したあと、なんのあてもなく、歩き出した夜遊び高校生集団と


平均年齢を押し上げる還暦のオバサン。「ねぇ～どこ行く？」と答えのない問いかけをしながら、ブラブラと中華街を散歩。「甘栗の売り子さんの試食を食べたら買わされるからダメだよ」と栗に目がない私に釘を刺すＹさんを先頭に、まずは、お土産屋さんで物色。部活の仲間や友達、彼氏彼女や家族など、さすが、顔の広い高校生たち、お土産選びも大変そうでしたが、楽しそうでもありました。それからまた、あてどない散歩に繰り出したのですが、「おしゃれカフェで夜景を眺める」という実に曖昧なだれかのつぶやきを目標に、夜の山下公園方面に向かいました。夜の10時近くの公園は、海風も冷たくて、さすがに人影もまばらでしたが、そこは北海道人、「なんか秋みたい」と涼しい顔で、ライトアップされた噴水やきらびやかな都会の明かりが映る港を写真におさめていました。けれども、「夜景を眺めるカフェ」探しは難航し、迷走し、神奈川県警本部の高層ビル前で、道をたずねようかと一瞬迷ったのですが、イマドキの高校生は、ケータイ片手に道案内もしてくれるんですね（笑）結局、夜景は諦めて、美味しいデザート目当てに軌道修正し、北海道にはない「ジョナサン」に入りました。夕食でパンパンなハズなのに、若い胃袋たちは、パフェやパンケーキをペロリと平らげて、ホテルに帰ったのでありました。知らない街をぶらぶら歩く楽しさと、夜遊びのスリルもちょっと味わえて、大人の階段を上った？横浜の夜となりました。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施設長





＜2日目　小・中学生スカイツリーへ＞


二日目は小・中学生グループとスカイツリーへ。事前に経路や運賃などを考えて、いざ出発！予定はもろくも崩れさり、経路変更。通勤ラッシュに重なり、身動きがとれない程の満員電車に疲れ空いた頃には「んっ？」みんなの視線はS君に。なんと立ったまま寝ており、将来大物になると予感しました。


テレビで見るのとは大違い、何とも高い６３４ｍ。大人でありながら子どもの様に見る景色にはしゃぎ車はミニカー・人は米粒ぐらいでジオラマの世界に来た感覚でした。中々お土産を買う時間がとれず、みんなで話し合い予定変更し昼食、お土産タイムを作りました。ここぞとばかりに自分や家族・友人に沢山買い込んでおりました。


二日間という短い弾丸ツアーでしたがそれでも子どもも大人も楽しく、さらには成長を感じさせてくれた事、子ども達からは『また行きたい』と見知らぬ広い世界で萎縮するよりもチャレンジ精神旺盛で目を輝かせている事に頼もしさを感じ将来が楽しみな子ども達です。





男子グループ





＜スカイツリー　お昼ご飯！＞


お昼ご飯は3組に分かれました。


もんじゃ焼き組、とんかつ組、ラーメン組。皆好きな物を食べに行きました。初のもんじゃ焼きのＲ君、Ｋ君。「こんななのか」と驚きながらも食べると「美味い！」ゆっくりと堪能出来ました。


Ｈさん、Ｎさんは少し大人な静かな店へ、普段とは違う雰囲気の食事を楽しめました。


とんかつ組は大量のキャベツに驚きながらも、揚げたてさくさくを食べる事ができ、皆満出来る昼食となりました





男子グループ　女子グループ





＜旅行2日目　高校生男子3名＞


旅行2日目　高校生男子Ａ君　Ｂ君　Ｃ君は、いざ買い物に！


先ずは、若者の聖地、渋谷を目指します。到着後コーヒータイムをとり、いよいよ、買い物のスタートです。待ち合わせの場所と時間を決め、それぞれがお店に入って行きます。そして、待ち合わせ時間に現れたＡ君はすでに、大きな袋を持っています。スターウォーズのプラモデルを、自慢げに見せてくれます。その後、原宿へ移動し、各自のお気に入りの洋服を買って、あっという間の買い物タイムになりました。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副施設長





＜渋谷買い物グループ爆買いの巻＞


午前10時前、開店前の「渋谷109」を望むカフェには、東京で買い物三昧をきめこんだ花の女子高生たちが、カウントダウンを開始していた。そして10時。1階から全てのお店を回りながら、最上階まで上り詰めて、11時。そこから目星をつけたお店で、買う買う、どんどん買う。どんどん袋が増えてくる。どんどん暑くなって、コートもパーカーも脱ぐ。お付きのばあやの両手は、お嬢様たちから、「ちょっと預かって」と言われた袋や試着のために脱いだ上着でいっぱいだ。ちょっとトイレに行こうものなら、たちまちお嬢様たちの姿を見失い、渋谷109のビルをいったい何往復したことか。そして、12時15分、ようやくランチタイム。しかし、食欲より買物欲のお嬢様たちは、食事をしながらも買物リストを確認し、羽田空港へ向かうタイムリミットギリギリまで、爆買いを続けたのであった。買物グループ2日目は、「渋谷109」のみの、シンプル　イズ　ベストで大満足の選択だった。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施設長








